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や
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等
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の
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府
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で
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、
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た
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こ
と
で
、
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や
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合
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の
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に
よ
る
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報
の
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用
が
容
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に
な
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て
い
ま
す

（
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た
木
材
の
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的
把
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や
現
場
の
進

捗
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理
）
の
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面
で
も
デ
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ル
技
術
の
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用
が
進
み
つ
つ
あ
り
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来
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の
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す
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に
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ど
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ル
技
術
を
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た
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を
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と
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に
、
今
後
の
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を
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、
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を
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、
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手
と
時
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を
要
し
て
い
た
だ
け
で
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、
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査
の
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が
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者
の
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や
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に
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い
ま
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で
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手
に
よ
る
現
地
調
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に

代
わ
っ
て
、
レ
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ザ
計
測
に
よ
る
森
林
資

源
情
報
の
解
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が
進
ん
で
い
ま
す（
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を
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し
、
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形
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て
よ
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詳
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に
把
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す
る
手
法
も
進
み
つ
つ
あ

り
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す
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た
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で
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を

収
穫
・
利
用
で
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る
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で
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日
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で
は
長
期
に

渡
り
植
栽
木
の
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に
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り
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を
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る
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と
が
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が
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は
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実
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た
資
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を
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て
、
そ
の
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を
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に
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ら
再
造
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を
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る
資
源
の
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を
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に
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る
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技
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の
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や
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デ
ジ
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ル
技
術
を
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た
林
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材
産
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の
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像

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
実
現
す
る
上

で
、
素
材
生
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の
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の
向
上
、
労
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の
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制
、
造
林
作
業
の
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･
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化
と
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た
様
々
な
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題
を
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越
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と
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に
、
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少
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化
、
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ル
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ー
・
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制
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と
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Point1

Point3

Point4

Point5

• 資源・境界情報をデジタル化することで、人手
と時間をかけることなく、森林を管理・利用

• レーザ計測、ドローン、ICT機器を使用し、路
網を効率的に整備・管理

• 伐採～運搬作業を自動化することで、
林業生産性をアップ

• 人による作業を少なくし、労働災害の

• 一貫作業、低密植栽、ドローン等により、造林
作業を省力化・軽労化し、コストも削減

• 人力に頼る造林作業、特に、夏場の過酷な下
刈り作業から解放

•経験則に頼る木材の生産管理にITを導入

•資源・境界の管理、生産計画の策定、木材生
産の進捗管理、事業の精算を効率的に運営

Point2

Point3

・日本の厳しい地形条件等に起因するきつい・危険・高コストの３Ｋ林業や、記憶・経験に頼る林業から脱却するため、ICT等を活用し資源管理や

生産管理を行う「スマート林業」や、自動化機械の開発、エリートツリー等の育種などの技術革新により、伐採・搬出や造林を省力化・軽労化

・日本固有のスギから製造する「改質リグニン」などの木質新素材により、林業の枠を超える新たな産業を創造

• 従来の木材利用に加え、改質リグニン、CNF（セルロースナノファイバー）等の開発・普及により、新た

な利用を推進

• 「林業」の枠を超える産業・価値を創出するとともに、プラスチック代替製品として身近に利用

記憶から、デジタル記録の森林管理へ

丸太オンリーからの脱却

３Ｋ林業からの解放（生産）

収穫50→30年へ
林業の時間軸を変える
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エリートツリー、コウヨウザンなど
早生樹の活用

経験から、ICTによる生産管理へ

３Ｋ林業からの解放（造林）

発生しやすい作業を根絶やしに

図1　林業イノベーションの展開方向
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収
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し
、
野
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に
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入
し
、事
務
所
で
伝
票
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作
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る
な
ど
、
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の
整
理
・
共
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に
時
間
と
労
力
が
か

か
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て
い
ま
し
た
。
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図2　航空レーザ計測データを用いた 森林資源　  情報の解析（レーザ計測で得られる情報の一例）　
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図4　森林クラウドシステムの利用イメージ図

レーザ計測 森林クラウド

搭
載

二次利用

Ｂ
Ｐ

Ｅ
Ｐ

机上での資源管理・路網設計等

「樹高」が見える

「現況」が見える

オルソ画像

「地形」が見える

微地形表現図

樹木下の
微地形も
把握可能

林内
作業道

尾根線

谷線

「林相」が見える

列状境界木

レーザ林相図

境界木

植生界
が明瞭

林業のデジタル化の推進に向けて

１ｓｔパルス → 林冠の高さ（樹高）、樹冠疎密度、本数等が判読できる

Lastパルス → 地表面の標高、地形が判読できる

図3　地上レーザ計測による森林の解析
      （レーザ計測で得られる情報の一例）
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て
計
測
し
、
野
帳
に
記

入
し
、事
務
所
で
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
整
理
・
共
有
に
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端

末
上
で
木
材
検
収
ソ
フ
ト
（
図
５
）
を
活

用
し
て
、
生
産
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
検
収
に
要
す
る
労

力
が
８
割
低
減
さ
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
と
事
務
所
、
取

引
先
な
ど
の
関
係
者
と
の
迅
速
な
情
報
共

有
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の

配
車
計
画
の
効
率
化
に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

長
野
県
で
は
民
有
林
に
お
け
る
航
空
レ

ー
ザ
計
測
が
全
域
で
完
了
し
て
お
り
、
全

今
後
も
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
、
異
分
野
の
知
見
や

技
術
、
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
森
ハ
ブ
と
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略　

　
　
　
拠
点

林
野
庁
で
は
、
令
和
３
年
度
に
異
分
野

の
技
術
探
索
や
産
学
官
の
様
々
な
知
見
者

に
よ
る
先
進
技
術
方
策
の
検
討
な
ど
を
行

う
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
森
ハ
ブ
）
を
設
置
し
、
林
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
に
向
け
た
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
一
般
的
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
共
通
の
課
題
認
識
の
も
と
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
断
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
構
造
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
林
業
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々

な
課
題
の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
構

造
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
森
ハ
ブ
は
、
林
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
技

術
の
現
場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題

解
決
を
促
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
８
）。

国
に
先
駆
け
て
森
林
資
源
情
報
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
信
州
森
林
組
合

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
源
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
で
、
事
業
計
画
を
立
て
る
段

階
で
現
場
ご
と
の
大
ま
か
な
伐
採
予
定
数

量
を
事
前
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
木
材

検
収
ソ
フ
ト
で
日
々
の
伐
採
量
を
検
知

し
、
現
場
作
業
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が

各
現
場
で
造
材
さ
れ
た
原
木
量
の
デ
ー
タ

を
集
約
し
、
効
率
の
良
い
配
車
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
資
源

の
デ
ー
タ
と
生
産
現
場
の
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
計
画
か
ら
、

伐
採
、
輸
送
ま
で
効
率
の
良
い
林
業
を
実

現
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
６
）。

　
　
　
３
Ｋ
林
業
か
ら
の
解
放

林
野
庁
で
は
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、伐
採・集
材・運
材
・

造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
、

森
林
内
で
利
用
可
能
な
通
信
技
術
な
ど
の

開
発
・
実
証
を
進
め
て
お
り
、
林
業
を
き

つ
い
・
危
険
・
高
コ
ス
ト
の
３
Ｋ
か
ら
解

放
し
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
産
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
林
内
は
、
平
地
と
異
な
り
、
地
形
が

複
雑
で
、
ま
た
、
立
木
等
に
遮
ら
れ
る
こ

と
か
ら
電
波
が
減
衰
し
や
す
く
、
無
線
通

信
が
困
難
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
G
N
S
S
等
の
測
位
情
報
も
不
安
定

で
、
精
度
が
低
下
し
、
林
業
機
械
の
自
動

化
や
遠
隔
操
作
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
通
信
技
術
の
進
展
も
重
要

で
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
機
械
メ
ー
カ

ー
と
通
信
会
社
等
が
連
携
し
、
令
和
２
年

度
よ
り
開
発
を
進
め
て
き
た
小
型
下
刈
り

作
業
機
械
に
通
信
カ
メ
ラ
や
I
o
T
デ
バ

イ
ス
等
を
取
り
入
れ
、
通
信
を
活
用
し
た

遠
隔
操
作
の
た
め
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
内
に
通
信
中
継
器
を
装

着
し
た
バ
ル
ー
ン
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
か
か
る
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
図
７
）。

図5　木材検収ソフトによる丸太の検知

図7　通信システムを活用した下刈り作業機械の遠隔操作化に向けた実証イメージ図
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図6　長野県北信地域における取組の概要
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「
検
収
」
は
、
現
場
で
作
業
員
が
一
本
一

本
に
定
規
を
当
て
て
計
測
し
、
野
帳
に
記

入
し
、事
務
所
で
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
整
理
・
共
有
に
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端

末
上
で
木
材
検
収
ソ
フ
ト
（
図
５
）
を
活

用
し
て
、
生
産
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
検
収
に
要
す
る
労

力
が
８
割
低
減
さ
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
と
事
務
所
、
取

引
先
な
ど
の
関
係
者
と
の
迅
速
な
情
報
共

有
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の

配
車
計
画
の
効
率
化
に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

長
野
県
で
は
民
有
林
に
お
け
る
航
空
レ

ー
ザ
計
測
が
全
域
で
完
了
し
て
お
り
、
全

今
後
も
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
、
異
分
野
の
知
見
や

技
術
、
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
森
ハ
ブ
と
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略　

　
　
　
拠
点

林
野
庁
で
は
、
令
和
３
年
度
に
異
分
野

の
技
術
探
索
や
産
学
官
の
様
々
な
知
見
者

に
よ
る
先
進
技
術
方
策
の
検
討
な
ど
を
行

う
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
森
ハ
ブ
）
を
設
置
し
、
林
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
に
向
け
た
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
一
般
的
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
共
通
の
課
題
認
識
の
も
と
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
断
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
構
造
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
林
業
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々

な
課
題
の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
構

造
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
森
ハ
ブ
は
、
林
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
技

術
の
現
場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題

解
決
を
促
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
８
）。

国
に
先
駆
け
て
森
林
資
源
情
報
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
信
州
森
林
組
合

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
源
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
で
、
事
業
計
画
を
立
て
る
段

階
で
現
場
ご
と
の
大
ま
か
な
伐
採
予
定
数

量
を
事
前
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
木
材

検
収
ソ
フ
ト
で
日
々
の
伐
採
量
を
検
知

し
、
現
場
作
業
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が

各
現
場
で
造
材
さ
れ
た
原
木
量
の
デ
ー
タ

を
集
約
し
、
効
率
の
良
い
配
車
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
資
源

の
デ
ー
タ
と
生
産
現
場
の
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
計
画
か
ら
、

伐
採
、
輸
送
ま
で
効
率
の
良
い
林
業
を
実

現
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
６
）。

　
　
　
３
Ｋ
林
業
か
ら
の
解
放

林
野
庁
で
は
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、伐
採・集
材・運
材
・

造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
、

森
林
内
で
利
用
可
能
な
通
信
技
術
な
ど
の

開
発
・
実
証
を
進
め
て
お
り
、
林
業
を
き

つ
い
・
危
険
・
高
コ
ス
ト
の
３
Ｋ
か
ら
解

放
し
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
産
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
林
内
は
、
平
地
と
異
な
り
、
地
形
が

複
雑
で
、
ま
た
、
立
木
等
に
遮
ら
れ
る
こ

と
か
ら
電
波
が
減
衰
し
や
す
く
、
無
線
通

信
が
困
難
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
G
N
S
S
等
の
測
位
情
報
も
不
安
定

で
、
精
度
が
低
下
し
、
林
業
機
械
の
自
動

化
や
遠
隔
操
作
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
通
信
技
術
の
進
展
も
重
要

で
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
機
械
メ
ー
カ

ー
と
通
信
会
社
等
が
連
携
し
、
令
和
２
年

度
よ
り
開
発
を
進
め
て
き
た
小
型
下
刈
り

作
業
機
械
に
通
信
カ
メ
ラ
や
I
o
T
デ
バ

イ
ス
等
を
取
り
入
れ
、
通
信
を
活
用
し
た

遠
隔
操
作
の
た
め
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
内
に
通
信
中
継
器
を
装

着
し
た
バ
ル
ー
ン
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
か
か
る
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
図
７
）。
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図8　イノベーションエコシステムの形成をサポートするプラットフォーム機能のイメージ図

断続的に自発的な
イノベーションが起きる

地域
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令
和
５
年
度
か
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
森
ハ
ブ
に
よ

る
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
森
ハ
ブ

に
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
組
成
等
を
支

援
す
る
機
能
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
支
援
機
能
を
活
用
し
、
森
ハ
ブ
か
ら
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
等
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル
林
業

に
取
り
組
む
「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」

な
ど
の
組
成
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」
は
、
こ

れ
ま
で
林
業
の
工
程
の
一
部
分
で
点
的
に

取
り
組
ま
れ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に
フ
ル
活

用
す
る
面
的
な
取
組
へ
と
進
め
る
も
の
で

す
。
行
政
機
関
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業

体
等
の
原
木
供
給
者
、
製
材
工
場
等
の
原

木
の
需
用
者
に
加
え
て
、
大
学
・
研
究
機

関
、
林
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
・
機
械
メ
ー

カ
ー
、
金
融
機
関
等
の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ

ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
主
体
と
な
っ
て
、
森
林
調
査
か
ら
原

木
の
生
産
・
流
通
に
至
る
林
業
活
動
の
複

数
の
工
程
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

枠
組
み
を
想
定
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

林
業
活
動
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
全

体
が
共
通
の
利
益
を
享
受
し
、
更
に
新
た

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
改
良
に
繋
げ

る
循
環
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
お
わ
り
に

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
含
む
、
様
々

な
新
し
い
技
術
の
進
展
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
林
業
界
も
そ
の
技
術
を

取
り
入
れ
、
効
率
化
、
省
力
化
を
図
り
、

魅
力
の
あ
る
産
業
へ
と
変
革
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
ス
マ
ー
ト

林
業
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル【
準
備
編
】と【
導

入
編
】
を
作
成
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
林

業
に
関
す
る
教
育
等
の
普
及
活
動
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
森
ハ
ブ
に
よ
る

支
援
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

林
業
の
作
業
シ
ス
テ
ム
や
商
習
慣
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
経
験
等
に
応
じ
て
、
地

域
の
林
業
関
係
者
が
主
体
的
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
進
め
る
取
組
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

7

再造林の省力・低コスト化森林調査・施業の集約化

デジタル・通信技術の活用

新たな森林サービスの創出

・ドローンを活用した植栽や下刈りの施工
　管理
・遠隔操作植付機、下刈機等の導入
・ICT を活用したシカの効率的な捕獲
　など

・地上レーザやドローンを活用した高精度　
　な森林資源や地形のデジタル情報の取得
・生産量や伐採収益の推定ソフトや、路網
　計画支援ソフトの活用など

伐採・流通の効率化

・ICT 技術を活用した生産管理（複数の現場
　の生産量・質・場所等の情報共有・一元化）
・製材工場等の需要と山側の原木生産・供給  
　のマッチング
・原木輸送トラックの配車の自動化・効率化
　など

・森林に適した通信技術の実証と改良
・LPWAを活用した安全管理など

・デジタルを活用した新たな森林産業の創
　出など

デジタル森林浴

木材検収システム

トラック運材の効率化

需給マッチングシステムの構築

断続的・自発的なイノベーション
（開発・改良を加えながら、デジタル林業が自律的に進展）

図9　デジタル林業戦略拠点構築推進事業
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